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　統計処理には SPSS Statistics Ver.21を用い，有意水準







ループの補助倒立前転（x2 = 1.613，df = 1，p < 0.05），
倒立前転（x2 = 15.275，df = 1，p < 0.001），跳び前転
（x2 = 29.042，df = 1，p < 0.001），伸膝前転（易しい
場）（x2 = 8.565，df = 1，p < 0.005），後転グループの
伸膝後転（x2 = 6.553，df = 1，p < 0.05）と後転倒立
（x2 = 8.565，df = 1，p < 0.005），倒立回転グループ
の前方倒立回転跳び（x2 = 5.309，df = 1，p < 0.05），
はね起きグループの首はね起き（x2 = 22.214，df = 1，
p < 0.001） と 頭 は ね 起 き（x2 = 13.061，df = 1，p < 
0.001），倒立グループの頭倒立（x2 = 20.456，df = 1，
p < 0.001）と倒立（x2 = 7.231，df = 1，p < 0.01）で
あった。逆に，女子学生の習得率が男子学生よりも高
い技は，前転グループの開脚前転（易しい場）（x2 = 
10.442，df = 1，p < 0.005）と開脚前転（x2 = 9.314，













助 倒 立（82.9 ％）， 壁 倒 立（75.6 ％）， 補 助 倒 立 前 転
（75.6 ％）， 跳 び 前 転（75.6 ％） の ６ 種 目 で あ っ た。
一方，女子学生で70％の習得基準を達成している技
は，習得率の高い順に，前転（98.8％），開脚前転（易

























転 グ ル ー プ の 前 回 り 下 り（x2 = 11.673，df = 1，p < 
0.005），前方支持回転（x2 = 6.371，df = 1，p < 0.05），
横とび越し下り（x2 = 8.565，df = 1，p < 0.005），前方
足掛け回転グループの膝掛け振り上がり（x2 = 5.880，
df = 1，p < 0.05）と前方片膝掛け回転（x2 = 5.309，
df = 1，p < 0.05），後転グループの補助逆上がり（x2 = 
9.888，df = 1，p < 0.005）， 逆 上 が り（x2 = 15.886，




















































































































































































































返し跳びグループのかかえ込み跳び（x2 = 33.310，df 
= 1，p < 0.001） と 屈 伸 跳 び（x2 = 6.371，df = 1，p 
< 0.05），回転跳びグループの台上前転（x2 = 7.287，
df = 1，p < 0.01），首はね跳び（x2 = 15.052，df = 1，
p < 0.001）， 頭 は ね 跳 び（x2 = 17.908，df = 1，p < 
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準に達している技は，マット運動では前転，後転，壁倒
立，補助倒立の４種目，鉄棒運動では転向前下りと補助
逆上がりの２種目，跳び箱運動では開脚跳びと台上前転
の２種目であった。
　本研究では技能評価を２段階とした。先行研究（石
井，2012；嘉数ほか，2010；川島，2017；久木ほか，
2009；小倉，2017；佐藤ほか，1986）もそれぞれ評
価方法や評価ポイントが異なるため，残念ながら，技の
習得率の比較は単純にできない。しかし，全ての学生が
例示技を「できる」わけではなく，習得率の高い技と低
い技がみられたことは先行研究と一致していた。このこ
とから，初等・中等教育で学習した技に偏りが生じてい
たことが考えられるとともに，学習が不十分だった技
は，未習得のまま現在に至っていることが考えられる。
このような状態で小学校教員に採用された場合，負の連
鎖が生じることは容易に想像できる。この連鎖を断つ方
策の一つとして，初等・中等教育での器械運動の学習状
況を注視しながら，継続的に技の習得率の調査を実施
し，教員養成校においてもカリキュラム・マネジメント
を具体化していく必要があると考えられる。
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